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（はじめに） 

 1998年（平成 10年）滝沢さんと私は運命的な出会いを果たした。彼の情熱にほだされて 

私はいつの間にか理事を引き受けることになり現在に至っている。今後、日本の人口ピラミッド

は逆三角形の不安定な形へと更に増悪することは明らかであってその逆境に対抗して医療制度、

保健福祉制度、介護保険制度をこれまで通り維持していくことは間違いなく不可能に近い。滝沢

さんが職を投げ打って私財をつぎ込んでまでなぜこの創動運動に一生をささげたかを探ってみ

た。 

（過去の研究成果） 

この学会で最高額の研究費を得た研究はＨ22 年～23 年に行われたｆNIRS とｆＭＲＩを用い

た臨床検査であった。パタ・コロの操作をしている時の本人の脳の活動性を見るもので、得られ

た画像は予想通りの典型的なものも確かにあったが全例を総括してみるとばらついており私は

画像解析が恣意的となったことは否定できないと総括している。つまり、自から手足を動かすよ

うに命令することと受け身で他人に運動をしてもらう場合のリハ（身体運動）の違いを脳の血流

の大小で活性化と判定することが本当に可能であったのだろうかと今でも自問自答している。

滝沢さんはその後も滝沢式プログラム実践者と従来の他動的な受け身のリハ訓練が介助の必要

度合いを示す介護度に反映されるという想定で維持期の病院や施設で臨床実験を試みたが、こ

の臨床研究に同調してくれる施設は維持期（慢性期）となるので被験者が高齢者の比率が高く自

然経過から全体の機能が低下する集団なので滝沢式リハビリテーションで回復してくる差異が

明確には得られない。介護度認定要項は標準化されているとはいえその目的が介護の手間を数

値化するもので状態の改善度を見るものではない。介護度勾配は直線的ではないのでその数字

で統計処理ができない限界がある。そもそもリハビリテーションでは何を評価方法として選択

するかが大きなテーマで成果を評価する上で常に悩みの種なのだ。でも滝沢さんはあきらめず

に海外に進出して協力してくれる国を探し続けている。彼には未来しかないように見える。高齢

化という人間の宿命と水面下で対峙しながらこの運動の本当の成果をどう評価で示すかを諦め

ていないようだ。彼の動機の根底にあるのはそもそもリハビリテーションとはプロフェッショ

ナルとはいえ他人からしてもらうことで終結するのではなくあくまで自分主導で自分の衰えて

いく体を立て直す気力であると推察している。麻痺の程度によってはとても自分では解決でき

ない人も確かにいるが私が日々臨床でみる患者さんからも確信する。自分主体がリハの出発点

であることは大賛成である。そのことを証明するためにどのデータを用いて行うかは母集団を

広げすぎると結局焦点がぼけてしまうように感じている。 

（国内大会について） 

神奈川県茅ケ崎 湘南の丘施設 滝沢恭子先生の本拠地、大分県三重町 地域を支える岡本

雄三先生の阿蘇山、慶応大学湘南キャンパスでの武藤佳恭教授の縦波・横波、青森の渡部一郎教

授の五所川原ねぶた見物、横浜市立大学 高田教授、テレビやマスコミで活躍中のアンチエイジ

ング白澤卓二先生、高岡の塚田邦夫先生の富山湾、その他滝沢さんの人懐っこい笑顔に吸い寄せ

られた PT の牧田光代さん、長澤弘さん、遠藤敏さんそして今でも付き合っている和田里佳さん 

そして医療分野だけでなく経済社会の専門家である尾澤潤一さん、牛澤賢二さん、松岡幸次郎さ

ん あげればきりがない。権威に頼らない肩の凝らない集まりは本当に貴重な仲間であったと

思う。 

（国際学会） 

とても 1 人ではいけない数々の国に連れてってくれたこと感謝している。どの国も何度も反芻

できるほどの思い出あるが、１番印象に残っているのはキューバだ。今年の夏の高校野球の優勝

校が東北初の仙台育英高校であったが、日本から数千キロ遠く離れたバハマで日本の方角を指



さして立っていた支倉常長の銅像が今でも鮮明に思い出される。あの銅像を建立したのは仙台

育英グループだと像の下にはっきりと書かれていた。意気揚々と伊達政宗に命じられてスペイ

ンに向かった 2 年半後に日本戻った彼を待ち受けていた豊臣秀吉の過酷なキリスト教禁止令に

彼の一族が翻弄された歴史的な事実を知って愕然とした。運命は非情でその時の社会情勢にも

てあそばれる。まさかキューバと日本がこんなところで繋がっていようとはそれも 400 年ほど

も前に我々の先人は見知らぬ国に旅立っていたのだ。 

（最後に） 

滝沢さんがこの仕事に人生を捧げたきっかけはやはり滝沢恭子さんがいたからだと思う。彼女

はリハビリテーションの神髄を実践した方だと思う。リハビリは自分からやって初めて達成さ

れる。パタもコロもその手段に過ぎない。きっとあまりにも簡単で軽便なので見過ごされてきた

感があるが、ハイテクでないが誰でもどこでも訓練ができる利便性を確信して高齢化社会で静

かなブームとなるよう応援していきたい。 


